
猿払村に来たきっかけ

初期研修期間で佐藤院長に指導していただ

き、改めて一緒に働きたいと思ったことが一

番のきっかけです。また、地域の方がなんで

も相談に来る環境で働きたいと思ったことも

きっかけとして大きいです。

　11 月 1 日、猿払村国民健康保険病院副院長として鈴木啓太郎

医師が着任しました。

　鈴木医師は、北海道大学医学部を卒業後、勤医協中央病院、

勤医協札幌病院、函館陵北病院総合診療科を経て、猿払村国民

健康保険病院に入職。外来や健診、訪問診療など全般を行い、

安心して医療を受けられる様、村民の皆さまの健康を支えて行

きます。北海道札幌市出身
趣味は、テニス、釣り、映画鑑賞

どんな医療をしたいですか

総合診療、家庭医療という聞き慣れない分野

を専門にしています。小児〜高齢の方まで幅

広く診療を行います。どの科にかかったら良

いかわからない方などの初期対応を行い、必

要であれば専門科へ紹介することを行いま

す。病気のことのみならず、日常の困り事な

どなんでも気軽に相談できるような診療を心

がけたいと思っています。

村民へひとこと

患者さんとのおしゃべりが大好きです。困り

事はなんでも相談に乗りますので遠慮なくご

相談ください。至らない点が多いかもしれま

せんがよろしくお願いいたします！ (休みの

日には釣りに行くことが多いので、おすすめ

のポイントがあればぜひ教えてください )

猿払村の印象

海や山、川がすぐ側にあり自然をとても身近

に感じます。今まで住んできた場所と比べて

夜の静かさと星空の綺麗さを実感していま

す。運転中にとにかく鹿が多いのはすごいで

すね。

猿払村国民健康保険病院

鈴木　啓太郎 (31)

副院長のご紹介

みなさんから応募のあった、12 月生まれのお子さんを紹介
します。１歳～６歳までの猿払村に住んでいる子どもが対
象です。Facebookや Instagramから応募ができますので、
お気軽にご応募ください。　　※毎月 15 日が締め切りです

※掲載年齢は、誕生日以降の年齢です

山田 一
い つ き

玖さん (１)

2022 年 12 月 2 日生まれ

保護者 ： 山田 侑人さん

ー応募方法ー

①役場への持ち込み

・写真のデータを役場までお
持

ちください。

②ＳＮＳからデータ送信

・猿払村公式 Facebook、

Instagram のメッセージ機能

から写真を送ってください。

詳しくは下の二次元バー

コードにアクセスください。

「輝くさるふつキッズ」

ご応募お待ちしています！

【執筆者】

保健福祉課健康推進係
保健師　松永 亜海

「大切な人との時間を長く楽しむために」「大切な人との時間を長く楽しむために」

　これから忘年会、新年会シーズンですね！みんなで

これまでを振り返り、これからの団結力を強める時間

になりますよね。つい会話に夢中になりお酒を飲み過

ぎてしまうのではないでしょうか。

　お酒の飲み過ぎは健康に良くないとよく聞きます

が、一日の純アルコール摂取量を男性は 40g 以上、女

性は 20g 以上摂取すると生活習慣病のリスクを高める

と言われています（健康日本 21 より）。ビール 500ml、

日本酒 1合弱、ウイスキー 60mlがアルコール 20g に該

当します。缶ビールなどの側面に表記されている栄養

成分表示には、「純アルコール量」と書いてあるものも

あるため参考にしてみてください。女性や高齢者、飲

酒で顔が赤くなりやすい方はアルコールの影響を受け

やすいため、途中でソフトドリンクにかえるなど基準

よりも控えることをお勧めします。

　飲み過ぎは、合間に水を挟む、帰る時間を決めて家

族に迎えに来てもらう、会話を楽しみゆっくりと飲む、

最初の一杯をノンアルコールにする…などと工夫し防

ぐことができます。また、「今日は疲れたな…」という

時に飲み過ぎてしまったということはありませんか？

適度な飲酒はリラックス効果もあると言われているた

め、そんな日は飲酒量を守りながら、気の許せる方に

相談して心の荷を下ろすことも良いですね。健康につ

いて、育児についてなど保健師もお話を聞けるためい

つでもお声がけください。

　大切な家族や仲間たちとお酒を飲む時間は健康が

あってこその楽しい時間と言えます。お酒をおいしく、

そして健康で楽しい時間を長く過ごすためにも普段の

飲み方に気を付けてみませんか？

先月号の答え
「ぶんか」

イラストの「数え方」が縦に入ります。

※青い矢印はたどると「ひんと」となります。

数え方をあてはめると…
に かつ

ぶ ん ん

今月のお楽しみは
お休みです。

次回をお楽しみに！
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